




















要性が高まっている。本研究では，第 2 光学窓領域 (1100-1350 nm) で多光子励起が
可能で，固体状態において第 1 光学窓領域近傍の長波長域 (600-750 nm) の発光が可
能な分子系の探索を目的とし，D (電子供与)基と A (電子受容)基を備えた D-π-A 型フ
ルオレン誘導体の多光子誘起発光特性を調べた。二光子吸収，三光子吸収などの多光
子吸収は D/A 基導入による分子内の電荷の片寄りがその吸収特性に影響を与えると
考えられるため，A 基の強度が異なる置換基 7 種(図 1)を選択し，これらの粉末状態
































スペクトルを図 2 に示す（化合物 0から 5は各波長で
励起光入射パワーを 5.0 mW に固定して測定，化合物
6は試料の劣化が認められたため 0.5 mW に低下させ




数を示す)，励起波長 1250 nm では，化合物 0~2では
次数がほぼ 3 であり，三光子吸収によるピークと帰属










蛍光量子収率が高い [Φf=20 % (化合物 1)，13 % (化合
物 2)] ことに加え，三光子吸収断面積も大きいことが
示唆された。 
純粋に三光子吸収を示すと考えられる化合物 0, 1, 2
の三光子吸収断面積の絶対値を求めるために両波長
で Z-scan 測定を行ったところ，励起波長 1250 nm に
おいて信号が得られ (図 3), 三光子吸収断面積 σ (3)は
化合物 0, 1, 2でそれぞれ，1.0×10-92 m6 s2，2.4×10-91 









数字は 1250 nm と 1450 nm の励
起光強度依存性の次数。 
図 3	 励起波長 1250 nm におけ




















た。再沈法は、アセトン1: 水9 の比率で行い、100 uMのナノ結晶分散を作成した。 
　  
Fig.4.6-1　化合物5のZ-scanトレース結果 
Z-scan Measurement of Nanocrystal Suspension
Ex. WL: 1250 nm,  
Ex. Power: 2.5 mW (6 times as 
high as the usual power)
1250- and 1300-nm excitation (2PA-excitation) 
No signal was detected.  At least x10 concentration is 
necessary for detection. 
1425-nm excitation (3PA-excitation) 
No beam transmission due to the absorption of water.
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